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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２９年 ４月 ２０日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２９年 ３月 １６日 平成 ２９年 ６月 ８日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2771501083

法人名 医療法人 浩治会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 利用者様一人ひとりが、その人らしく生きがいを持って生活を送っていただけるよう日々取り組
んでいます。利用者様の尊厳を守り、出来ることを活かせるケアを職員全員で考え支援させて
いただいています。 日常生活では、利用者様の要望を出来る限り取り入れ、外出する機会を
多くつくり、買い物、地域行事の参加等、地域の方との関わりを大切にしています。グループホームゆめの里事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
医療法人が運営する3ユニットのグループホームで、介護老人保健施設を併設する7階建ての建物の６・７階にホー
ムがあります。地下鉄の駅から徒歩1分という利便性に恵まれ、家族・友人が訪問しやすい環境です。
ホーム長以下職員は、「利用者のことを1番に考える」ことを大切に日々の暮らしを支えています。また、利用者一人
ひとりの今までの生活を知り、ホームでもこれまでの生活が継続できる支援を実践しています。開所当初からホー
ムでの看取りを実施し、職員は看取りの貴重な経験から学んだことを日々のケアに活かしています。ホーム長は職
員に、利用者の尊厳に配慮した言葉づかいや挨拶等の接遇教育にも力を入れています。毎年、家族に対して実施
している「接遇に関するＣＳ（顧客満足）アンケート」では、高い評価となっています。チームワークのよい職員が支え
る利用者の暮らしは、ほのぼのとしたアットホームな雰囲気のグループホームです。

基本情報リンク先

大阪市東成区大今里西２丁目１７－１６所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2771501083-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会2

自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

基本方針である「１．誰もがありのまま

に、その人らしく暮らすことができる施

設にします。２．家庭と変わらない生活

をすることができる施設にします。３．

安心して、楽しく暮らしていただける生

活をつくります。４．人間としての尊厳

を守るケアを行います。」を職員間で共

有し実践しています。

「１．誰もがありのままに、その人らしく

暮らすことができる施設にします。２．

家庭と変わらない生活をすることがで

きる施設にします。３．安心して、楽しく

暮らしていただける生活をつくります。

４．人間としての尊厳を守るケアを行い

ます。」の基本方針を掲げています。

基本方針は、毎朝のミーティングで唱

和し確認しています。利用者一人ひと

りのこれまでの人生を理解し、ホーム

でも生活の継続が実現できることや、

利用者への尊厳を守る接遇に力を入

れています。

基本方針は玄関に掲示し、地域や家

族にも理解してもらっています。
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会3

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

ふれあい喫茶、近隣の保育園、地域

行事への参加など交流を深めていま

す。

運営推進会議に出席する民生委員等

の情報提供もあり、地域との交流に積

極的に取り組んでいます。地域まつり

や盆踊り、敬老会、コンサート等に参

加しています。月２回開催される地域

福祉活動のふれあい喫茶では、地域

住民と顔なじみになっています。近隣

の保育園との交流や実習生の受け入

れも行っています。併設の介護老人保

健施設で実施している認知症カフェに

はホームの職員も参加しています。昨

年から広報誌を地域に配布し、事業の

理解を広げる取り組みを行っていま

す。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

公園の掃除（ボランティア活動）に参加

しています。
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会4

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

運営推進会議には地域包括支援セン

ター職員、民生委員、地域サポータ

ー、利用者様、利用者家族様、管理

者、介護職員が参加し、２ヵ月に１回開

催しています。会議では、運営状況、

生活の様子、地域交流、消防避難訓

練、認知症介護の取組み等について

報告、課題について話し合いサービス

の向上に活かしています。

運営推進会議は、地域包括支援セン

ター職員、民生委員、地域福祉活動サ

ポーター、利用者家族、管理者、職員

が参加し、２ヶ月に１回開催していま

す。会議では、グループホームの運営

状況、利用者の日常生活や行事での

様子、職員研修、事故・インシデント等

報告し、参加者から評価や助言を得

て、ホームの運営に活かしています。

参加者から地域での行事の情報を得

ることができ、地域との積極的な連携

ができています。

会議の議事録は、ユニット入口に設置

し、家族にも見てもらうようにしていま

す。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

事業者説明会の参加、利用者様の状

況、運営内容等、全ての情報提供を行

うほか、市からの通知や指導に基づき

連携体制の確保に努めています。

区役所が近いこともあり、相談事があ

れば担当者に相談できる関係を築い

ています。日常的な相談事は、地域包

括支援センター職員に相談し助言をも

らっています。区のグループホーム事

業者連絡会にはホーム長や職員が参

加し、情報交換や事業所見学会を行っ

ています。
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会5

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

ユニット玄関は施錠していませんが、

エレベーターは電子キーによる暗証ボ

タンになっています。施錠の閉塞感を

和らげるために、散歩や買い物に出来

る限り出かけるように配慮しています。

身体拘束に関する研修を実施していま

す。やむなく一時的に利用者の行動を

制限する行為が必要な時は、家族とも

話し合い、会議を開くなどの手順を踏

んで実施しています。解除に向けての

会議も行っています。

エレベーターは電子ロックで施錠して

いますが、ユニット玄関は開錠してい

ます。利用者が外出したい様子を察知

したら、職員がさりげなく声かけをして

付き添うなど、安全に配慮し、自由な

暮らしの支援に努めています。また、

気候のよい日は、７階のデッキに出て

自然の風や季節を感じてもらうなど、

開放感の工夫も見られます。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待の研修に参加し、どのような行為

が虐待に当たるのか、防止対策など話

し合い、意識を高めています。
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会6

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

職場内で定期的に、人権擁護につい

て話し合い意識を高めています。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

入居の際に契約書や重要事項説明書

により説明を行ない、不安や疑問点を

尋ね、ご理解・納得をいただいていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

日常生活の中で、利用者様の意見や

要望は聞くように心がけています。家

族様には面会時に生活状況をお伝え

し、意見や要望をいただくようにしてい

ます。運営推進会議でも意見をいただ

き、運営に反映するよう取り組んでい

ます。施設内にも意見箱を設置してい

ます。

家族の面会回数は多く、家族の来訪

時には職員は利用者のホームでの様

子を伝えたり、積極的に家族が意見や

要望を出しやすいように働きかけてい

ます。介護計画の見直しの時には、家

族の思いや要望などを丁寧に聞き取っ

ています。利用者の足腰が弱くなるの

が心配との家族の不安に対して、下の

階に新聞を取りに行ったり、用事を見

つけて歩いてもらう等、生活の中にリ

ハビリを組み入れ応えたケースもあり

ます。

利用者の日常がわかる写真入りの広

報誌も３ヶ月に１回送付しています。

毎年、家族に向けてＣＳ（顧客満足）ア

ンケートも実施しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

人事考課、面談、日頃の意見交換で

職員の提案を聞き、業務に反映するよ

うにしています。

年２回の人事考課でホーム長が職員

との面談を行っています。職員からの

意見や改善策をホーム長が聞く機会も

作っています。日常的な意見は、毎日

のミーティングで出し合っています。ホ

ーム長は、日頃から職員とのコミュニ

ケーションを図り、話しやすい雰囲気を

大切にしています。また、職員一人ひ

とりの事情を把握し、働きやすい職場

環境作りに努めています。

ホーム長は「職員の頑張りが嬉しい」と

職員に感謝しています。グループホー

ム探しをしている見学者から「職員の

表情と笑顔がいい」と評価もされてい

ます。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

年２回の人事考課を行ない、評価、把

握の結果に基づき、職員の能力開発

及び育成、業務改善及び処遇の適正

化を図り、向上心を持って働けるよう

努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

法人内での内部研修や各部署の代表

職員で構成された委員会での勉強会

を行っています。又、外部研修にも参

加し、参加してきた職員は研修内容を

内部職員に報告をしています。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

東成区内の事業所と定期的に交流会

や勉強会を行ない、情報交換、サービ

ス向上のための取り組みを行っていま

す。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入居時に利用者様、家族様との面談

を行ない、不安な点や要望を聞いてい

ます。その後も定期的に要望を聞きな

がらケアプランの作成につなげていま

す。又、日常で接する中で不安や要望

について耳を傾けるよう努めていま

す。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

入居時、面会時に利用者様の生活状

況の報告をする際に、不安な点、要望

について耳を傾けるよう努めていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

利用者様、家族様の要望を聴き、希望

される生活を送る為のサービスについ

て話し合い、ケアプランを作成し同意

の上でサービスを提供しています。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

利用者様の得意とする分野を活かせ

るよう役割を持っていただき、一緒に

暮らすという意識を大切にしています。

料理の仕方、洗濯物の干し方など利

用者様から教わる場面もあります。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

家族様に面会にきていただき、一緒に

外出されたり、外食に行かれたりして

います。又、行事にも家族様に参加し

ていただいています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

利用者様の馴染みの人には、いつで

も気軽にお越しいただけるようお声か

けさせていただいています。又、地域

でのふれあい喫茶、行事にも参加し関

係を維持できるよう支援しています。

又、グループホームに電話をかけてこ

られる友人もおられます。

入居時に利用者の出身地、職業歴、

生活歴、趣味、習慣などを聞き、記録

に残し共有しています。ホーム長以下

職員は、利用者一人ひとりの今までの

生活を知り、ホームでもこれまでの生

活が継続できる支援を大切にしていま

す。近所の知人が訪問する、電話を掛

けあう、馴染みの喫茶店や美容院に行

く等、馴染みの人や場との関係が途切

れないように支援しています。入居前

から読んでいた新聞を購読している利

用者もいます。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

利用者様同士で会話しゆっくり過ごし

ていただけるよう配慮しています。なか

なか関わりを持てない方には、職員が

利用者様同士の交流の橋渡しをして

います。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

その後の様子を伺ったり、相談等の関

係性を継続しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

利用者様の思いや暮らしの希望につ

いては、日常生活の中で把握するよう

に努めています。又、要望の少ない方

には家族様に伺うようにしています。

利用者一人ひとりへの日常的な支援

やコミュニケーションをとる中で、その

人の気持ちを察してケアにあたってい

ます。

ホーム長は職員に、「本人の身に立っ

て考える」「無理強いはしない」「相手

の気持ちを汲み取るチカラ」等、利用

者の思いや意向の把握のために、具

体的に伝えています。

日々、支援の中で把握した気づきや発

見を記載する「発見ノート」を設置して

いますが、十分に個別の支援に活か

す取り組みまでには至っていません。

日々、支援の中で把握した気づきや発見

を記載する「発見ノート」の取り組みが現

場に浸透し、よりその人らしい暮らしに向

けた支援に繋がることが期待されます。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入居前の事前面接、入居後も生活暦

の把握に努めています。定期的にケア

プランの見直しを行いながら家族様、

職員間で情報の共有をしています。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

ケアプランのサービス経過記録の把

握、記録表、熱計表、申し送りノートに

より利用者様の現状を職員全員で把

握しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

入居時に利用者様の要望、心身の状

態を把握し、家族様の意向も確認した

上で介護計画を作成しています。介護

計画は毎月、担当職員がサービス経

過記録を記入し、計画作成担当者が

評価しています。モニタリングを行う中

で、新たな要望や意見を反映していく

ようにしています。

利用者・家族の思いや希望を尊重した

介護計画になっています。

３ヶ月毎に見直し、状態に変化があっ

た場合は随時見直しをしています。計

画作成担当者は毎月担当職員から利

用者の状況を聞き、モニタリングを実

施し、必要時は見直しをして状況に応

じた介護計画を作成しています。支援

項目は毎日、職員が介護計画経過観

察記録で確認でき、統一した支援がで

きるように工夫しています。

計画作成担当者は、「本人が自分の力

をいかに活かせられるか」を心がけて

介護計画を作成しています。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

職員全員でサービス経過記録を記入

しており、その記録と利用者様、家族

様の要望をもとにして３ヶ月毎に介護

計画を見直しています。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

その時々の利用者様の要望や、家族

様が対応できない場合は変わりに職

員が代行する等、柔軟に対応していま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

ボランティアを招いてレクリェーションを

楽しんだり、公園の清掃ボランティアを

行っています。

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

利用者様、家族様の希望により訪問

医療を受けられている方、入居前から

行かれている病院に継続して受診され

ている方もおられ、かかりつけ医と連

携し、緊急体制を整えています。又、

訪問歯科を週１回行っており、義歯の

調整や口腔ケアを行っています。

職員は、利用者がかかりつけの医師

や家族の希望する医療機関で受診で

きるよう支援しています。受診時に家

族が同行できない場合は職員が同行

します。協力医療機関の医師が月２回

往診に訪れます。歯科医は利用者の

口腔ケアや義歯の調整に週１回訪れ

ます。訪問看護師が定期的に訪問し、

利用者全員の健康管理を行い、医療

機関と連携し２４時間オンコール体制

を整えています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

訪問看護師と連携をとり、利用者様の

様子や変化を報告、相談しています。

利用者様の体調悪化の早期発見、早

期治療が出来るよう努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

利用者様が入院された時には、病院

側の地域連携室との情報交換、医師と

の相談を行ない関係つくりに努めてい

ます。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

医療連携体制を作っており、重度化し

た場合の看取りの指針があります。終

末期において、利用者様、家族様の想

いに添えるよう、医師、看護師、家族

様、職員で話し合いの場を持ち対応さ

せていただいています。

重度化した場合の対応については「看

取りの指針」を定め、入居時にホーム

の方針を説明し家族と同意書を交わし

ています。入居後利用者が重度化した

場合は再度家族に意向確認を行い、

医師、看護師、家族、職員で話し合

い、内容を記録に残しています。ホー

ムでの看取りを希望する場合は、重度

化の対応、終末期ケア対応について

の同意書を家族と交わします。ホーム

では今までに数名看取りの実績があり

ます。看取りを行う際、職員は併設す

る老健の「看取りについてのモニター」

を見てそれに基づいて実施しています

が、職員用の看取りについてのマニュ

アルはまだ作成されていません。

職員が看取りに関して分からないこと、

知りたいこと、不安なことを出し合い、安

心して終末期ケアができるように、現場

に即した看取りのマニュアルを作成され

てはいかがでしょうか。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

事故発生時や急変時の対応を勉強会

にて行っています。

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

災害時に備えてマニュアルを作成して

おり、年２回消防署に立ち会っていた

だき避難訓練を実施しています。非常

時・災害時の食料品と飲料水を備えて

います。

防災マニュアルを作成し、職員緊急連

絡網も整えています。避難訓練は年２

回実施しています。１回は併設の老健

と共に施設全体で避難訓練を実施し、

消防署の指導を受けています。あと１

回はグループホーム主体で自主訓練

を行い、非常災害時の対応マニュアル

の確認を行っています。非常時に備え

て食料品、水等も確保しています。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

人間としての尊厳を守るケア、利用者

様と接する態度に十分に気をつけて対

応させていただいています。接遇委員

会が行う虐待事例検討会、毎朝行って

いる接遇ミニ研修で意識を高めていま

す。

接遇マニュアルを作成しています。法

人としてプライバシーの尊重、言葉使

い、人との接し方について毎朝朝礼時

に接遇ミニ研修を行い、接遇５原則「１

挨拶 ２表情 ３身だしなみ ４態度 ５

言葉使い」を職員全員で唱和し、その

上に「丁寧語を使いましょう」と職員間

で確認しあって意識を高めています。

職員は利用者一人ひとりを尊重した丁

寧な態度で言葉をかけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

食べたい物を選んでいただく、衣類の

選択、外出の行き先、レク等出来る限

り利用者様の自己決定を支援していま

す。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

日々の生活の流れを細かく決めず、利

用者様の希望やペースに合わせるよう

臨機応変に対応しています。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

着替え時や外出時には利用者様の好

みの衣類や装飾品を身につけてもらっ

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

昼食作りを利用者様と職員が一緒に

行っています。米とぎ、野菜の皮むき、

盛り付け、テーブル拭き、片付け等、

会話を楽しみながら出来るように支援

しています。

朝夕は併設の老健から食事が届きま

す。昼食は業者から届いた材料を用い

て各ユニットで職員が調理します。利

用者は出来る範囲で職員と共に野菜

の皮むき、米とぎ等手伝います。テー

ブル拭きや食器洗いも一緒にします。

食事は職員や利用者同士で会話を楽

しみながら一緒にゆっくりと頂きます。

おやつ作りの機会もありますが、利用

者の希望により、最近は近くのスーパ

ーで各利用者の好みのおやつを買い

に出かけています。時には寿司の出前

を取って楽しみます。利用者の好みは

給食委員会でアンケートを取ってメニ

ューに反映させています。意思表示の

困難な利用者は家族の協力を得てい

ます。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

栄養士より栄養バランス、カロリーを計

算してもらっています。食べ物に好き

嫌いやアレルギーのある方には、代わ

りの副食を用意したり、食事形態も利

用者様が食べやすいように工夫してい

ます。又、食事摂取量、水分摂取量、

体重の変化を記録にとって体調管理

に気をつけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

口腔ケアを毎食後に実施しています。

上手く磨けない方には、職員が介助を

行ない口腔内の清潔保持に努めてい

ます。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄の失敗のある方には、定時の声

かけによりトイレ誘導を行なっていま

す。オムツ着用やトイレ誘導が必要な

方には、排泄記録をとり排泄パターン

の把握に努めています。又、トイレの

場所が分かりやすいように工夫してい

ます。

排泄記録をとり、併せて水分摂取量も

記録し、便秘等の体調管理に役立てて

います。記録から排泄パターンを把握

し、支援の必要な利用者にはトイレ誘

導を行い、ほぼ自立の利用者には排

泄の確認をしています。身体の状況に

応じて、夜間おむつを使用、ポータブ

ルトイレ使用の利用者もいますが、日

中はできる限りトイレでの排泄を促して

います。トイレの場所の認識が難しい

利用者には、大きい字でトイレの場所

を示すことで自立の一助となっていま

す。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

排泄記録、水分摂取量の記録をとり 1

日の水分摂取の目安にし、便秘気味

の方には、適度な運動を行なったり、

食後にトイレ誘導を行なっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

入浴は午前、午後に行なっており、好

きな時間や曜日の希望があれば、出

来る限り対応するようにしています。

入浴は基本週２回以上、そのほか足

浴、シャワー浴など実施しています。広

めの浴室の家庭風呂で、職員の介助

によりゆっくり楽しむことができます。

身体の状況でリフト浴、個別介護浴、

あるいは併設の老健の浴室等を利用

する場合もあります。季節により菖蒲

湯、ゆず湯等の変わり湯も行っていま

す。入浴を好まない利用者には、声か

けの仕方、時間帯を変えるなど工夫し

て、入浴を促しています。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

常に利用者様の体調や様子を気にか

けて、静養していただけるよう配慮して

います。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

内服薬、外用薬をケース記録や薬確

認表にまとめて常に確認できるように

しています。又、薬の変更時は薬の申

し送りノートにより職員間で共有してい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

一人ひとりの利用者様が意欲的な生

活を送ることが出来るよう、常に利用

者様の興味があることに対して支援す

るよう心がけています。個別の趣味、

外出等利用者様の希望に対して出来

る限り支援しています。

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

外出が好きな利用者は散歩を日課と

し、近隣の公園、スーパーや商店街に

出かけています。又、花見や地域行事

にも出かけています。

気候がよくなり、天気の良い日には利

用者は近くの公園へ散歩に、商店街や

スーパーへ買い物に行くなど、日常的

によく外出しています。地域の行事に

は積極的に参加し、お祭り、盆踊り、敬

老会、保育園の運動会などに出かけ

ています。時にはふれあい喫茶も利用

しています。家族とは自由に外出する

ことができます。利用者・家族の希望

で職員が墓参りに同行したこともあり

ます。また季節により、皆で、花見、菖

蒲園、紅葉見物など車で出かけること

もあります。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

希望する利用者様の小遣いは事務所

の金庫に保管してあり、買い物時に財

布を利用者様に手渡し、お金の支払い

をしていただいています。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

希望があった場合には電話をかけて

いただいています。手紙やハガキの返

事をかけない方には、職員が代筆して

一緒にポストに入れています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

施設内には手芸作品、スタッフの紹介

写真、行事の写真が飾ってあります。

リビングにはソファーがあり、新聞や雑

誌を置いています。廊下にも椅子が置

いてありゆっくり過ごしていただけるよ

う配慮しています。

ユニットのエレベーターを降りたところ

に職員の明るい顔写真、向かいの事

務室の受付カウンターに大きな花籠、

ご意見箱がさりげなく置かれていま

す。広い廊下やリビングルームの壁に

は、利用者職員合作の精巧なパズル

絵、利用者の笑顔あふれるスナップ写

真、折り紙や書道作品、保育園児によ

る運動会の絵、共同制作の油絵など

が、配置よく飾られています。対面キッ

チンのあるリビングルームには大きな

窓があり、遠景に大阪城が見えます。

利用者はキッチンで調理中の進行状

態を見たり、手伝ったりしています。キ

ッチン脇のボードには書の得意な利用

者により、その日の献立が書かれてい

ます。テーブル、椅子、ソファーなどが

ゆったりと配置され、時計、カレンダ

ー、テレビなどの他に、ラックには新

聞、雑誌などもあり、利用者は自由にく

つろいで過ごすことができます。清掃、

整理整頓も行き届き、気持ちよい空間

となっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

廊下には利用者様同士で会話したり、

ゆっくり過ごしていただけるように椅子

を置いています。リビングにはソファー

に座りテレビを見たり、雑誌や新聞を

見たり出来るように配置しています。

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

居室にはベッド、タンス、テレビ、小灯

台、椅子、洗面台を備え付けていま

す。又、利用者様が使い慣れた家具や

馴染みの品物も持ち込んでいただいて

います。

居室はどの部屋にも大きな窓があり、

大都会の眺望を楽しむことができま

す。洗面台、ベッド、寝具、エアコン、テ

レビはホーム備え付けです。利用者は

自宅から、タンス、机、椅子、座卓など

使い慣れた家具を自由に持ち込むこと

ができます。仏壇を置いている方もあ

ります。カレンダー、時計、家族の様々

な写真、ぬいぐるみ、書籍、鉢植えの

花、小物類が、工夫して置かれていま

す。購読している新聞や読書中の本を

置いているなど、一歩部屋に入ると個

性豊かな利用者の生活がうかがえま

す。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

利用者様が使う扉は引き戸を使ってい

ます。又、廊下は全て手すりを取り付

けています。フロア全てに段差が無く、

歩いて疲れた時はすぐに座れるように

所々に椅子を配置しています。

トイレにも分かりやすいように看板をつ

けています。


